
























































































































































も 30年前に比べれば 1／ 3程度まで下がっていま
す。そのなかで、当社はいろいろ取り組みを行い対
応してきました。
　今後ももちろん、取り組みや工夫の余地はたくさ
んあると思っています。徹底的に「むだ」「むら」「む
り」の 3Mをなくすことだと思っています。当社に
は営業担当はいません。事務員もいません。全員が
現場担当です !
魚路：そのような経営学の勉強は、どちらかで勉強
されたのですか。
多田：私が 20代の時に、あるところで、サイゼリ
ヤの創業者の講話を聴く機会がありました。そこで
おっしゃっていたのが、生活安定のために商売を考
えていると潰れる、ということです。「社会のため
にどのようなことができるか」この言葉がいまの私
の根幹にあります。
魚路：そうだったのですね。もう少し、深掘りさせ
てください。多田社長にとって、経営を行って行く
上で大事にしていることは、何ですか。
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多田：経営者の中で儲けと利益を一緒に考えている
人が多いようです。儲ける方法には決まったセオ
リーはありません。例えばギャンブルで 1万円を
使って 2万円になった。これは 1万円の儲けにな
ります。そこには計画性がありません。利益とは売
上から経費を引いたものをいいます。会社を大きく
する元手。利益をどのように使うかで、会社の将来
が左右されます。ここには計画性があります。この
2つの違いを認識しないと経営の話を進めることが
できません。これから不況の波が押し寄せてくると
思います。現在の株価も実態とは大きくかけ離れて
います。マネーゲームが始まると金儲けしようとす
る欲が起き、頂点に達したところで崩壊します。そ
れが私の経験法則です。売り上げが半減しても生き
残れる会社に !経営者は常に危機感を持つことが大
切と考えます。
魚路：一方で、御社の課題はどのようなことと認識
されていますか。
多田：まずは、事業継続ですね。先ほど申し上げた
100年企業になるためには、世代交代や人材育成が
必要になります。今後は、地元の高校などに出向き、
インターン研修などを取り入れ、ものづくりの楽し
さを実感してもらいたいと思っています。できれ
ば、地元の高校生を採用したいと思っています。ま
た、事業についても、創業当時は金型製作を主に行っ
ていました。その後、金型製作は中国を中心とした
海外生産との競合が激しくなったため、当社は旋盤
機械を活用した精密金属加工業へと業態変換しまし
た。そこで技術力を磨いたからこそ今日があります。
ただし、今後もこの事業が成り立つかどうかは、まっ
たくわかりません。そのためにも、日々、自己研鑽
して、社会貢献の精神で、良い製品を低価格でご提
供する。このことを肝に銘じて経営を続けていけた
らと思っています。
　私も 60歳を過ぎましたので、事業承継について
考えています。私の事業承継の考え方は、本当に事
業を引き継ぐ気持ち、覚悟のある者が引き継ぐべき
と思っています。私には、2人の息子がいますが、
まったく関係ない業界に勤めています。一方で、専
務の息子は、この仕事をやりたいということで入社
してくれました。当然、やる気と引き継ぐ覚悟のあ
る専務の息子にこの会社の将来を託したいと思って
いますし、本人もその気です。私の息子たちもその
点は承知しています。
　いまは、おかげさまで、クチコミだけで仕事をい
ただいていますが、人材がそろってくれば、営業も
してみたいですね。当社の魅力をどんどん発信して
いきたいと思っております。
魚路：今後ますます、目の離せない企業になります
ね。社会のために、社員の皆様の幸せのために発展
されることを祈念しております。本日は、大変お忙
しい中、ご協力いただきありがとうございました。
■会社概要
会社名………… オータ精工株式会社
代表者………… 代表取締役　多田吉男
本社所在地…… 千葉県茂原市南吉田2300-1
資本金………… 10百万円
従業員………… 14名（パート含む）
創業…………… 昭和61年6月
事業内容……… 金属精密加工業
■インタビュア及び原稿執筆
魚路剛司……千葉商科大学経済研究所客員研究員
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３時の休憩時間に皆さんでワイワイガヤガヤ！モグモグタイムです！
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